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どうな るんだ」 と 首 を ひねって 見る 批評家 さへ とんと 

現 はれない の を、 僕 は 実際 不思議に 思って ゐる。 

まあ、 批評家と 云へば、 いろいろの 方面の こと を あ 

れ これと 論議す る 忙しい 職分 を もって ゐる 日本の こと 

であるから、 芝居の 方まで は 手が 届かない のか も 知れ 

ない が、 そんなら、 自分で その 戯曲 を 書く 連中 は —— 

僕 も その 一 人で あるが 抑 も 何 をして ゐ るの だら う _ 

君達の 戯曲 は —— 僕達の 戯曲と 云へば、 誰か、 V 何ん 

とか 云 ふだら う —— 全体、 いつ 舞台に かけられ るんで 

す。 民衆 芸術と やら を 標榜して、 どんな 役者に でも や 

れ さうな 芝居 を 書いて ゐれ ば、 それや、 偶に は 上演 料 



説 を 書けば、 あらが 目立つ。 戯曲なら、 少し 「面白く 

なく」 つても、 世間が 許す から、 と 云 ふんで 戯曲 を 書 

いて、 劇作家と いふ 名 を 頂戴し、 君 は 小説家 か、 さう 

か、 吾輩 は 劇作の 方 を やっとる、 など、 納り 返って ゐ 

る こと は、 もうい、 加減に やめ や うぢゃありません か- 

芝居 を 書く こと は六ケ 敷い。 さう いふ こと だけで も 

「戯曲なら …… 」 など、 思って ゐる 連中に 知らせて や 

るに は、 どうしても 相当の 役者に、 諸君の 書いた もの 

を演ら せて 見る 必要が ある。 

処で、 その 「相当の 役者」 とい ふやつ がゐ ない、 と 

云 ふんで せう。 ゐ ません ね。 これ は 全く 悲しむべき こ 



「芝居 をす るの さ」 

「どんな 芝居」 

「おれたちの 書いた 芝居 さ」 

「あれ を演 ると、 どうい ふこと にな るんだ い」 

「新時代の 名優になる さ」 

「そんなら、 もう、 誰か、 V やって る箬 だよ」 

よし ませう、 こいつ は 話に ならない。 

「あなた は 俳優に ならう とお 思 ひになる のです ね。 新 

劇に 対して 何 か 抱負が おありで すか」 

「い、 え、 別に」 

「それ ぢゃ 困ります ね。 新しい 作家のう ちで は、 誰の 



もの を やって 見たい とお 思 ひです」 

「さう …… あの …… X X さんの なんか は 如何で せう 

か」 

「如何で せう かぢ やない。 XX 君の ものが やって 見た 

いんです ね」 

「は あ」 

「X X 君の なんです、 作品 は」 

「なんでも かま ひません の。 あの 活動に なって をり ま 

す …… 何ん とか 申し ましたね、 カフェ— の 女給が 主人 

公で …… 」 

「そんなの があった か 知ら …… 」 



「さう さう、 あれ は X X さん ぢゃ 御座いませんで した」 

これ もい けない。 

「君 は 今迄 舞台に 立った こと はあります か」、 

「え、 一 度、 X X 小 劇場で 群集の 一 人に なりました。 

それから …… 」 

「よろしい。 君 は、 どれく らゐ 修養したら ほんとの 役 

者に なれる と 思 ひます」 

「△△ さん (新劇 俳優の 名) は 半年 もしたら つて 云 は 

れ ました けれど、 僕、 それ ぢゃ 駄目 だと 思 ひます」 

「ふん」 

「ゴ ォヅン . クレイグ は 十 年間 劇場 を 閉鎖し ろと 云 ひ 



ましたが、 全く それく らゐの 覚悟 は 必要と 思います」 

「君 は、 その 覚悟なん です か」 

「先生た ち も その 覚悟で おいで、 すか」 

「僕達に は 僕達の 計画が あります。 ぢゃ、 君 は 今まで 

の 新劇 俳優 を 標準に して、 た、 V 舞台に 立ち さへ すれば 

い、、 相当な 役が つきさへ すれば い、 と 云 ふんで はな 

いんです ね。 君 は …… それなら …… 」 

「 一 寸 お尋ねし ますが、 先生た ち は、 僕ら を、 まあ 何 

年 かなり 教育して 下す つて、 その上で 舞台に 立た せよ 

うと おっしゃ るんで せう。 処が、 その 何年 か 後に、 僕 

達が 相当の 俳優になる の はよ ろしい が、 その 僕 等が 演 



りたい やうな 脚本 を、 先生た ち は 書いて 下さる 自信が 

おあり なんです か」 

「君、 今少し 言葉 を 慎み 給へ。 それ ぢゃ、 何んで すか、 

君 は、 僕たちの 書く ものに 不満 を もって ゐ るんで すか」 

「今 は 不満なん かありません。 た >、 僕が 相当な 役者 

になったら、 不満が 起る だら うと 思 ふので す」 

「どうして そんな ことが わかります」 

「でも、 あなた 方 は、 あなた 方のお 書きになる やうな 

もの を演 るのに 適して ゐる 役者 を 作らう とな さるで せ 

う。 あなた 方 は 決して、 理想的な 俳優が 演 つて 見たい 

と 思 ふやうな 脚本 をお 書きに はならない と 思 ひます」 



ほんた う を 云へば、 僕 は、 自分の ものな ど は 舞台に 

かけられな くっても い、。 殊に、 今の 俳優な どに やつ 

て 貰 ひたく はない。 しかし、 兎も角も 「佳い 芝居」 が 

観たい。 「ほんた うの 舞台」 が 観たい。 それでな けれ 

ば 淋しい。 自分が 観たい だけで はない。 うちの 者に 観 

せたい。 甚だ 余計な ことの やう だが、 世間の 人に 観せ 

たい。 現代劇 を もたない 国に 生きて ゐる ことが 恥 かし 

ヽ o 

レ 

諸君 はこれ でも、 黙って にゃにゃ 笑って ゐ るんで す 
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もっと 具体的に 僕の 抱負 を 述べる 時機が ある だら う。 
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